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論　　文　　の　　要　　旨
《目　　的》
　視床下部の尾側端に位置する乳頭体核は空問記憶や行動学習に重要な役割を担う神経核であるこ
とが知られているが，その機構については未だ不明な点が多い。とくに乳頭体核への入力となる求
心性線維結合に関しては形態学的に古くから解析がなされているが，その結果には不一致な点が多
く，詳細については十分に明らかにされていない。本研究では，近年開発された逆行性および順行
性軸索内輸送を利用した標識法を用いて，まず乳頭体核へ軸索を投射する細胞の分布領域を系統的
に調べ，さらにそれぞれの領域に起始する軸索の乳頭体核内における終止様式について解析し，乳
頭体核への求心性線維結合の全貌を明らかにすることを目的とした。
《方　　法》
　ネコの乳頭体核に小麦胚凝集素・ワサビペルオキシダーゼ（wheat　gem　agg1utininhorseradish
peroxidase，WGA－HRP）を注入し，乳頭体核に軸索を投射する細胞を逆行性標識法により同定した。
次に起始細胞の存在する領域にWGA－HRPを注入し乳頭体核内における求心性線維終末を順行性に
標識し，その終止領域を組織学的に検索した。
《結果と考察》
　（1）乳頭体核への上行性投射
　逆行性標識法を用いた解析から，乳頭体核へ上行性の軸索を投射する領域は上中心核綴密部，腹
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側および背側被蓋核，橋脳室周囲灰白質であることを明らかにした。また順行性標識法を用いて，
それぞれの領域の細胞体の軸索は乳頭体核の異なる部位に終止することを見い出した。すなわち，
上中心核綴密部の細胞は乳頭体内側核正中部に，腹側被蓋核からは内側核内の正中部を除く領域に，
背倒被蓋核腹側部や橋脳室周囲灰白質からは乳頭体外側核にそれぞれ投射していた。このほか，腹
狽腋蓋核から乳頭前核へ，また橋脳室周囲灰白質から乳頭上核への投射も認められた。
　この内，主たる起始領域であるGuddenの被蓋核群からの投射様式について注目するとラ吻側に
位置する核は乳頭体核の正申領域に投射するが，尾側の核になるほど乳頭体核のより外側に投射す
ることが示された。すなわちヨ上行性投射の空聞分布は乳頭体核内において内外側方向に構築され
ていることが示唆された。
　／2）乳頭体核への下行性投射
　乳頭体核へ下行性の軸索を投射する領域は海馬支脚複合体，辺縁下野，膨大後野，嗅内野，中隔
野，視床下部であった。これらの領域に起始する軸索は，それぞれ乳頭体核の特定の部位に投射し
ていた。すなわち，海馬支援脚の中隔野に近い領域からの軸索は乳頭体内側核の背側に密に終止し
ているがヨ起始領域がより外側に移行するにしたがって投射野は乳頭体内側核のより腹側の領域に
分布していた。また，前海馬支脚や辺縁下野から乳頭体核の背側の領域へ，膨大後野から申央部の
領域へ，さらに内側嗅内野から乳頭体核腹側部への投射が認められた。これらの結果から，乳頭体
核への下行性の入力様式は主として背腹側方向に構築されていることが結論された。
審　　査　　の　　要　　旨
　本研究は，乳頭体核への求心性線維の起始細胞の分布について系統的に調べ，これまで報告され
ていなかった膨大後野や内側嗅内野も含め，投射領域の全体像を明らかにしている。さらに，軸索
の起始領域は乳頭体核内での終止野の間の局所対応関係の詳細を初めて明らかにしており，本研究
の結果は乳頭体核の機能を理解する上に貢献するところが大きい。また，著者は上行性軸索と下行
性軸索のいずれも乳頭体核の全域に投射するが，その空間的な終止様式には明確な違いがあること
を指摘している。このことは今後の乳頭体核に関する研究に大きな方向性を与えるものであり，本
研究は学問的意義の大きい秀れた報告として高く評価される。参考文献からも明らかな如く，これ
まで著者はこの分野の精細な研究を行っており，本研究でもその目的としたところに対し慎重で詳
細な検討がなされている。これらの経過から著者は基礎医学研究者として十分な能力を有している
ものと評価される。
　よって，著者は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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